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国 マ クワウ リ 半身萎凋病

本病 は ， 岩田 ら ( 1993) に よ り 北海道で発見 さ れた 。

マ ク ワ ウ リ ( Cucumi s melo L.) ( 品 種 : 北 海甘 あ じ う
しお

り ) は下位葉か ら 萎れ， 生育不良 と な り ， 枯死す る 。 導

管部 は薄 く 褐変 し て ， こ こ か ら V. dahliaeが分離 さ れ

る 。 他の作物への接種試験 の 結果 か ら ， 病原菌 は ナ ス 系

菌群で あ る と 考 え ら れ る 。

IV ゴボウのパーティシ リ ウム病

(仮称:褐変症状)

本病 は ， 岩田 ら (1992) に よ り 平成 2 年 に 北海道での

発生が報告 さ れ た 。 ゴ ボ ウ (A rcticum la ppa L.) の 維

管東部分が褐変 し ， そ こ か ら V. dahliaeが分離 さ れ る 。

外部病徴 は ， 地上部 に も 根部 に も ほ と んど認 め ら れ る

が， 幼苗への接種試験で は 当 初全 く 症状が見 ら れな かっ
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は じ め に

日 本国内 のパー テ ィ シ リ ウ ム 属菌 に よ る 土壌病害 は，

Verticillium dahliae K LEBAHN， Verticillium albo -atru m  

REINKE et B ERTHOLD ， Verticillium n忽rescens PETfIYßRIDGE 

に よ っ て 引 き 起 こ さ れ る 。 こ れ ら のパ ー テ ィ シ リ ウ ム病

の な か で特 に 野菜類 に つ い て 報告 さ れ た も の は， 表 -1

に 示 し た よ う に 年々 増加 し て い る 。

ま た ， パー テ イ シ リ ウ ム 病関係で は ， 従来V. dahliae 

の な か の ア ブ ラ ナ 科菌群 (D群) あ る い はV dahliae var. 

lo ngi，者poru mと さ れ て い た種類 は ， V. lo no gisþoru mと

呼ばれ る よ う に なっ た (小池， 1997) 。 こ の た め， 野菜の

パー テ ィ シ リ ウ ム 病の な か で， 病原菌名 を改 め る 必要が

出 て き て い る 。

こ こ で は， 最近 10 年間 ほどの 聞 に報告 さ れ た パ ー テ

イ シ リ ウ ム 属菌 に よ る 病害 に つ い て触れた い。

I トマ ト半身蕃凋病の新レース

小林 ( 1990) に よ り ， 昭和 62 ( 1987) 年 に 神奈川 県

で半身萎凋病抵抗性の ト マ ト (Lyco persio n esculentum 

MilJ.) 品種 「 桃 太 郎 」 の 発病が確認 さ れた。 本病か ら分

離 さ れた阪dahliaeは ， 接種試験 の 結果， ト マ ト 半身

萎凋病抵抗性Ve 遺伝子 を 持つ 品種fTROPI-REDJ の

ほ か国内 の主要な抵抗性品種す べ て を 侵 し ， 半身萎凋病

を発病 さ せ た 。 こ れ は ア メ リ カ ， ヨ ー ロ ッ パ で既 に 報告

さ れて い た ト マ ト 半身萎凋病菌 のレ ー ス 2で あ る と 推定

さ れて い る (小林， 1996) 。 し た がっ て 感受性品種 に の

み病原性 を示す， 従来の病原菌 はレ ー ス l と 呼ばれ る こ

と に な る 。

レ ー ス 2 に よ る 半身萎凋病の病徴 は， 下葉の黄化， 全

身の萎凋， 導管部の褐変など を 示 し， レ ー ス 1 に よ る も

の と 変わら な い。 し か し ， 全 く 抵抗性遺伝子 を持た な い

感受性品種 に対す る 病原性 は ， レ ー ス 1 に比ベ レ ー ス 2

の ほ う がや や弱 い よ う であ る 。

レ ー ス 2 に よ る ト マ ト 半身萎凋病 は ， そ の後， 山梨県

(小林， 1996) ， 群馬 県 ( 白石， 1992) などで も 発生が報
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告 さ れて お り ， 被害 は拡大傾向 に あ る た め ， 主要 な産地

で は十分 な注意が必要であ る 。

本病の防除に つ い て は ， 白 石 ら (1995 ) に よ り ク ロ ル

ピ ク リ ン剤 の マ ル チ 畦内消毒， べノ ミ ル剤 の濯注処理な

どの効果が確認 さ れて い る 。 そ の他， 抵抗性台木 に よ る

接 ぎ木栽培での 防除が期待 さ れ て い る が， 国内 で は 半身

萎凋病レ ー ス 2 抵抗性の台木 は作出 さ れて い な い。 今後

の ト マ ト の育種関係者 の努力 に期待 し た \， '0 

E タラノキ半身華凋病

本病 は， 白石 ら ( 1989) に よ り 群馬 県 で の 発生が報告

さ れた が， そ れ以前か ら 山梨県で確認 さ れ て い た 。

病原菌 はV. dahliaeで， 群馬 県 で は ナ ス 系菌株， 山

梨県 で は ピ ー マ ン 系菌株 に よ る 発病が確認 さ れ て い る 。

タ ラノ キ (A ralia ela ta  (MiqJ SeemJ は ， 発病す る

と 下葉か ら 黄化が始 ま り ， 全体 に軽い萎凋症状 を 示 し ，

小葉か ら 落葉す る 。 病徴が激 し く な る と 茎か ら 葉柄が脱

落す る 。 こ の よ う な症状の タ ラノ キ の 茎 あ る い は根 を切

断す る と ， 維管束 あ る い は 中心 柱 に著 し い褐変が認 め ら

れ る 。

タ ラ ノ キ と お な じ ウ コ ギ 科 に 属す る ウ ド (A ralia

co rdata ThumbJ に V. dahliaeに よ る 萎凋病の 発生が

報告 さ れて い る 。
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病原菌

V. dahliae 

V. albo-atrum 

V. n igrescens 
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表-1 こ れまで圏内 で報告 さ れた野菜類の パー ティ シ リ ウ ム病

作物名

ナ ス

イ チ ゴ

※ハクサ イ

ト マ ト

ウ ド

フキ

オ クラ

ト ウ ガ ラ シ，

ピー マ ン

ス イ カ

メ ロン

キ ュウ リ

ダイコン

ジ ャ ガ イ モ

カ プ

ホウ レン ソ ウ

※キ ャ ベツ
ダイズ

(エ ダマ メ )

ゴボウ アザ ミ

( ヤ マ ゴボウ )

セ ロ リ

タ ラノキ

ト マ ト

ゴボウ

マ クワ ウ リ

病 名

半身萎凋病

萎凋病

黄化病

半身萎凋病

萎凋病

半身萎凋病

半身萎凋病

半身萎凋病

半身萎凋病

半身婆凋病

半身萎凋病

パ ー ティ シ リ ウ ム 黒点病

半身萎凋病

パ ーティ シ リ ウ ム 黒点病

パー ティ シ リ ウ ム萎凋病

パ ー ティ シ リ ウ ム萎凋病

婆凋病

半身萎凋病

黄化病

半身萎凋病

半身萎凋病レー ス 2

( 褐変症)

半身萎凋病

報告年 ・ 初発場所

1954 ・ 長野 (河合)

1966 ・ 埼玉 ( 吉 野)

1972 ・ 長野 (渡辺ら )

1973 ・ 東京 ( 飯嶋 ・ 阿部)

1974 ・ 青森 (沢村 ・ 相馬 )

1975 ・ 愛知 ( 加藤 ・ 鹿田 )

1976 ・ 愛知 ( 加藤 ・ 康 田 )

1976 ・ 北海道 (北沢 ・ 柳田 )

1976 ・ 北海道 (北沢 ・ 柳田 )

1976 ・ 北海道 (北沢 ・ 柳田 )

1976 ・ 北海道 (北沢 ・ 柳田 )

1978 ・ 北海道 (北沢 ・ 鈴井)

1981 ・ 東京 ( 飯嶋)

1982 ・ 京都 (片岡 ・ 鈴木)

1983 ・ 北海道 (北沢 ・ 柳田 )

1983 ・ 北海道 (北沢 ・ 柳田 )

1984 ・ 群馬 ( 諏訪ら )

1985 ・ 群馬 ( 白石 ・ 賛図)

1986 ・ 長野 ( 武田 ら )

1989 ・ 群馬 ・ 山梨 ( 白石 ・ 浅利)

1990 ・ 神奈川 (小林 ら )

1992 ・ 北海道 ( 岩田 ら )

※ワ サ ビダイコン パ ー ティ シ リ ウ ム 黒点病
1993 ・ 北海道 ( 岩田 ・ 田村)

1993 ・ 北海道 (島貫ら )

ジ ャ ガ イ モ

ウ ド

メ ロン

ジ ャ ガ イ モ

半身萎凋病

萎濁病

半身萎凋病

半身萎凋病

1981 ・ 北海道 ( 斉藤 ら )

1997 ・ 東京 ( 飯嶋)

1977 ・ 東京 ( 飯嶋)

1984 ・ 北海道 (北沢 ・ 佐藤)

※は今後 V. 10昭坤o rum に な る と 考えら れ る もの.

日 本有用植物病名目録 (1993) よ り 按粋を 一部改変.

たが， 6 か月後になって病徴が再現されている。 し か

し ， 本病は正式 に命名されていない。

おり， 肥大したワサビダイコン(Armoracia rusticana 

G A ERTEN.， MEY， et SHERB.) 根部の維管東部分が 黒変し，

横断面には 黒点がリング 状に見える。 外見上は健全株と

の識別が 難しいのもダイコンの場合と同じである。

他の作物への接種試験の結果 から， 病原菌はナス系の
菌群と考え ら れる。

V ワサピダイコンパーティシ リ ウム黒点病

本病は， 島貫 (1993)により平成5 (1993)年に北海

道の網走地方での発生が報告 された。

病原菌は他のアプラナ科作物に広範 に病原性を示す こ

と から， V. dahliaeの アブラナ科系菌群， すなわち新た

な分類での V. long;坤orum であると考え られる。

病徴はダイコンのパーティシリウム黒点病とよく似て

VI ダイコンパーティシ リ ウム黒点病

ダイコン(R，ゅ han附sativus L.) にはV. dahl;勿eに

よるパーティシリウム 黒点病の発生が報告 されているが

(北沢 ら， 1980)， 角野 ら (1997 ) は 新 たに V. albo­

atrumによる発病を見いだした。 本病は病徴のみでは

V. dahl;勿eによる発病と区別はできない。 確認には病原

菌の分離・同定が必要である。
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表-2 北海道で発生が認め ら れた Verticillium属菌 に よ る病害(角野， 1995 を 一部改編)

病原菌 作物名 病 名 発生 を 確認 し た 年

V. dahliae 

ナ ス 半身萎凋病 昭和 25 年頃(1950)

ト マ ト 半身萎凋病 昭和 49 年(1974)

イ チ ゴ 萎凋病 昭和 50 年(1975)

ト ウ ガ ラ シ 半身萎凋病 昭和 50 年(1975)

ピー マ ン 半身萎凋病 昭和 50 年(1975)

ス イ カ 半身萎凋病 昭和 50 年(1975)

メ ロ ン 半身萎凋病 昭和 50 年(1975)

キ ュ ウ リ 半身萎凋病 昭和 50 年(1975)

キ ク 半身萎凋病 昭和 50 年(1975)

ダイ コ ン パー テ ィ シ リ ウ ム 黒点病 昭和 51 年(1976)

ハクサ イ 黄化病 昭和 53 年(1978)

キ ャ ベツ パー テ ィ シ リ ウ ム 萎凋病 昭和 53 年(1978)

ホウ レン ソ ウ パー テ ィ シ リウ ム 萎凋病 昭和 53 年(1978)

ウ ド 萎凋病 昭和 60 年(1985)

ゴボウ ( 褐変症) 平成 2 年(1990)

マ クワ ウ リ 半身萎凋病 平成 4 年(1992)

ジ ャ ガ イ モ 半身萎凋病 平成 5 年(1993)

ワ サ ピ ダイ コ ン パー テ ィ シ リ ウム 黒点病 平成 5 年(1993)

V. albo-alrum 
ジ ャ ガ イ モ 半身萎凋病 昭和 54 年(1979)

アル フアル ファ 半身萎凋病 昭和 55 年(1980)

V. nigrescens 

ジ ャ ガ イ モ 半身萎凋病 昭和 57 年(1982)

ダイコンにはv. long;坤orum による発病もあるもの

と考え られるが， 今後の整理が必要である。

北海道では こ のほか多くの作物にパーティシリウム病

が発生している。 角野(1995) によれば， およそ20 種

が報告 され， 北海道内全域で重要な問題 になりつつある

(表-2)。 今後さらに新しいパーティシ リウム病の宿主作

物が報告 される可能性が高い。

パーティシリウム病が多数の野菜類 に発生しているこ

とは憂慮すべき こ とであり， 現状の野菜栽培に対してイ

ネ科作物との輪作など， 根本的な防除対策を取る必要が

あるものと考えられる。

お わ り に

飯嶋(1983) は， アメリカでのトマト半身萎凋病のレ

ース2 の発生を紹介して， 圏内での発生を警戒する必要

性を説いたが， 冒頭 に述べたようにわずか4 年の後には

日本国内での発生が報告 されるこ とになった。 パーティ

シリウム病菌は寄生範囲が広く， 土壌中での生存 期間も

長く極めて扱いにくい土壌病害である。
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